代物弁済契約書

債権者●●（以下、「甲」という。）と債務者●●（以下、「乙」という。）は、次のとおり代物弁済契約（以下、「本契約」という。）を締結する。

第１条（債務の確認）
　甲及び乙は、乙が、甲に対し、令和●年●月●日付の●●契約に基づき、金●●円の債務（以下、「本件債務」という。）を負担していることを相互に確認する。

第２条（代物弁済の合意）
　甲及び乙は、本件債務全額の給付に代えて、乙が甲に対し、乙所有の不動産（以下、「本件不動産」という。）の所有権を移転し、その登記手続を完了することにより、本件債務の代物弁済とすることを合意する。

第３条（登記手続）
　乙は、本契約締結後直ちに、本件不動産の所有権移転登記手続を行うものとする。なお、登記手続の費用は乙が負担するものとする。

第４条（清算）
１　乙は、本件不動産の価格が明らかでないときは、自らの負担において、本件不動産の価格を調査するために、鑑定等を行うものとする。
２　甲は、乙に対し、本件不動産の価格が甲の債権額を超えるときは、超過額を清算金として支払うものとする。
３　乙は、甲に対し、本件不動産の価格が甲の債権額に不足するときは、不足額を清算金として支払うものとする。

　本契約の締結を証するため、本契約書を２通作成し、甲乙記名押印の上、各１通を保有する。

令和●年●月●日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　甲
住所
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏名　　　　　　　　　　　　　　　印

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　乙
住所
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏名　　　　　　　　　　　　　　　印

